
令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 英語コミュニケーションⅠ 単位数 ４ 

授業形態 講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動や ALT によるティ

ームティーチングも行います。 
選んで 

ほしい生徒  １年次生全員（必履修） 

科目の目標 
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報

や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養うことを目標としていま

す。 

身に付けて 
ほしい学力 

１ 中学校における英語の学習を基礎に、比較的平易な内容を学習し、高等学校における学習

基礎力を身に付けます。 
２ 教室の内外において積極的に英語を使い、コミュニケーションを図ろうとする態度を身

に付けます。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 
【１学期】 

  １ 経験・趣味・日本の文化等について

読みます。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【２学期】 

    １ 職業・部活動等について読みます。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【３学期】 

 １ 食品廃棄・地域貢献について読みま

す。 
   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

・次のような流れで、１つのレッスンを進め

ていきます。 

  ①ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ 

  ②新出語句の発音と意味の確認 

  ③重要表現の確認 

  ④内容把握 

  ⑤範読 

  ⑥各種音読練習 

  ⑦確認小テスト 

  ⑧言語活動 

    「聞くこと」 

    「話すこと」 

    「書くこと」  

 

評価の観点・ 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・情報や考えを述べるために必

要とされる語彙や表現、音声

等を理解している。 

・日常的な話題や社会的な話題

についての情報や考えを理

由とともに話して伝える技

能を身に付けている。 

・聞き手に自分の考えをよく理

解してもらえるように、日常

的な話題や社会的な話題に

ついての情報や考えを、聞い

たり読んだりしたことを基

に、理由とともに話して伝え

ている。 

・話されている内容や書かれて

いる文章から、必要な情報を

聞き取ったり読み取ったり

しようとしている。 

・情報や気持ちなどを理由とと

もに表現したり伝えようと

したりしている。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行い

ます。 

学習の 
アドバイス 

１ 予習・授業・復習のサイクルを大切にし、積極的に英語を使うことに努めましょう。 

２ アクセントやイントネーションに気を付け、繰り返し発音・音読練習を行いましょう。 

３ 文法事項や重要表現を理解し、英語で表現する練習をしましょう。 

教材費 

補助教材 COMET English Communication Ⅰベーシックノート ５２８円（税込） 

     COMET 基本文法定着ドリル ４６２円（税込） 

     べイシックス ３５０円（税込）   

ワードマイスター１７００ ９５７円（税込） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 
英語コミュニケーションⅡ 

（２年次） 
単位数 ４ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティーム

ティーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 ４年制大学・短期大学への進学を希望している生徒 

科目の目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や

考えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

 

英語コミュニケーションⅠで学んだ基礎の上に、更に進んだ内容を総合的に学習し、積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 
 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・Why Don’t You Come to School in Pajamas? 

・Is Seeing Believing? 

・Do You Get Enough Sleep? 

【２学期】 

・Do You Want to Speak English like a Native 

Speaker? 

・Universal Design: Convenient for All 

・Wakamiya Masako: The World’s Oldest Game App 
Developer 

・Learning from Nature 

【３学期】 

・The Sharing Economy: Something for Everyone? 

・Sand and Concrete: A Basis of Our Life 

英語コミュニケーションⅠの学習内容を復

習することから始め、更に進んだ内容を学ん

でいく。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能

を関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信でき

るようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理

解している。 

・基本文の理解を基に、それぞ

れのトピックについて話さ

れる会話の内容を詳細に聞

き取る技能を身に付けてい

る。 

・聞いたり読んだりしたことを

活用しながら、情報や自分の

考えを理由や根拠とともに

詳しく話して伝えている。 

・必要な情報を聞き取り、話し

手の意図，概要や要点，詳細

を整理して把握している。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピック

について話される会話から

必要な情報を聞き取り、話し

手の意図、概要や要点、詳細

を整理して把握しようとし

ている。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行い

ます。 

学習の 

アドバイス 

１ 長文読解を中心に行うので、必ず予習をしておくことが大切です。単語を調べて、内容を

自分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法の学習もポイントを押さえて行います。また、多くの単語に触れるので語彙力の向上

につながります。 

教材費 補助教材 Word Navi 3000   ９９６円（税込み） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 
英語コミュニケーションⅡ 

（２年次） 
単位数 ４ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティーム

ティーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
総合コースの生徒で４年制大学・短期大学及び医療系専門学校への進学を希望している生徒 

科目の目標 
 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や考

えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 「英語コミュニケーションⅠ」における英語の学習を基礎に、比較的平易な英文を読んで

内容のあらましを理解する能力を身に付けます。 
２ 「英語コミュニケーションⅠ」における英語の学習を基礎に、自分の考えや情報を平易な

表現を使って相手に英語で伝える能力を身に付けます。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 

  １ 旅行・音楽・異文化・自然等につい

て読みます。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【２学期】 

    １ 世界自然遺産・日本文化等について

読みます。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【３学期】 

 １ 雑誌記事・医療、看護等について読

みます。 
  ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

以下のような流れで授業を行います。 

 

１ プレリーディング活動 

 

２ 内容把握のための活動 

 

３ 音読活動 

 

４ Activity 

(1) Listening 
 

(2) Speaking 
 

(3) Writing 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報や考えを述べるために必

要とされる語彙や表現、音声

等を理解している。 

・日常的な話題や社会的な話題

についての情報や考えを理

由とともに話して伝える技

能を身に付けている。 

・聞き手に自分の考えをよく理

解してもらえるように、日常

的な話題や社会的な話題に

ついての情報や考えを、聞い

たり読んだりしたことを基

に、理由とともに話して伝え

ている。 

・話されている内容や書かれて

いる文章から、必要な情報を

聞き取ったり読み取ったり

しようとしている。 

・情報や気持ちなどを理由とと

もに表現し伝えようとして

いる。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、活動、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価

を行います。 

学習の 

アドバイス 

１ 予習・授業・復習のサイクルを大切にし、積極的に英語を使うことに努めましょう。 

２ アクセントやイントネーションに気を付け、繰り返し発音・音読練習を行いましょう。 

３ 文法事項や重要表現を理解し、英語で表現する練習をしましょう。 

教材費 特になし 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 総合英語Ⅰ（２年次） 単位数 ２ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティーム

ティーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 全員 

科目の目標 
 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や考

えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

英語コミュニケーションⅠで学んだ基礎の上に、総合的に学習し、積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度を育てる。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・アバンギャルディについて 

・アメリカンフットボールについて 

・カッパドキアについて 

・オールブラックスについて 

【２学期】 

・ナマケモノについて 

・ゴミンゾクについて 

・日本のアニメの魅力について 

・トキを守るための活動について 

【３学期】 

・ブラジルと日本のつながりについて 

・デンマークの洋上風力発電について 

 

英語コミュニケーションⅠの学習内容を復

習することから始め、更に進んだ内容を学ん

でいく。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能

をうまく関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信でき

るようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理

解している。 

・基本文の理解を基に、それぞ

れのトピックについて話さ

れる会話の内容を詳細に聞

き取る技能を身に付けてい

る。 

・自分の考えをまとめるために

情報を整理し、相手に伝わる

ように、正確に表現できる。 

・相手からの質問にも正確に理

解し、適切に答えることがで

きる。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピック

について話される会話から、

必要な情報を聞き取り、話し

手の意図、概要や要点、詳細

を整理して把握しようとし

ている。 

上記の観点から、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行う。 

学習の 

アドバイス 

１ 単語を調べて、内容を自分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法のポイントを押さえつつ、多くの単語に触れるので、それらの単語を使って自分の考

えを伝えましょう。 

３ 様々な話題を扱うので、興味・関心を広げて、自分の考えを伝えましょう。 

教材費 
補助教材 バリュー1700  ９０２円（税込み） 

     UNITE STAGE 1 ７７０円（税込み） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 論理・表現Ⅰ（２年次） 単位数 ３ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティーム

ティーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 ４年制大学・短期大学への進学を希望している生徒 

科目の目標 
英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や 

意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 

身に付けて 

ほしい学力 

英語を使って、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけ、表現の工夫を

しながら、伝えることができる能力を育てる。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 

  １ 人物紹介・観光紹介・経験等につい

て読みます。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【２学期】 

    １ 日本食・おみやげ等について読みま

す。 

   ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

【３学期】 

 １ オリジナル商品・観光地について読

みます。 
 ２ 重要表現を用いてコミュニケーショ

ン活動を行います。  

・次のような流れで、１つのレッスンを進め

ていきます。 

  ①ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ 

  ②新出語句の発音と意味の確認 

  ③重要表現の確認 

  ④内容把握 

  ⑤言語活動 

    「聞くこと」 

    「話すこと」 

    「書くこと」  

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・重要表現を理解し、それぞれ

の表現が持つ概念のイメー

ジを適切に把握している。 

・それぞれのトピックについて

のパラグラフの展開が理解

できている。  

・相手からの質問を正確に理解

し、適切に答えることができ

る。 

・自分の伝えたいことを整理し

て、その内容をわかりやすい

英語で表現している。 

・それぞれのトピックについて

聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら、自分の考え

を聞き手に積極的に伝えよ

うとしている。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行い

ます。 

学習の 

アドバイス 

１ スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して意見や主張などを身につけましょう。 

２ 情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して伝えましょう。 

３ 意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えましょう。 

教材費 特になし 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 ハングル（２年次） 単位数 ４ 

授業形態 会話練習を中心としたコミュニケーション活動 

選んで 

ほしい生徒 
 韓国語や韓国の文化に興味関心があり、韓国語の基本的な文法や日常会話を学びたい生徒 

科目の目標 

１ 韓国語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 

２ 韓国語や韓国の文化に対する関心を高め、国際理解を深める。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 基礎的な韓国語を用いて自己紹介や日常会話ができる。 

２ 話し手や聞き手の意向を正しく理解し、自分の考えなどを積極的に表現することができる。 

３ 韓国の文化、生活様式について理解を深める。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      

  Part 1 入門 

   基本母音、子音、パッチム、合成母音 

  Part 2 初級Ⅰ 第１課～第５課 

   肯定文、否定文、疑問詞（何）の表現 

を使った会話表現 

【２学期】 

Part 2 初級Ⅰ 第６課～第１５課 

   過去形、敬語、確認、逆説、 

   希望、の表現を使った会話表現 

【３学期】 

Part 2 初級Ⅰ 第１６課～第２０課 

   理由・原因、仮定・条件、可能・不可能、 

  現在進行形、の表現を使った会話表現  

・文字を書いて読めるようにする。 

・初対面の挨拶の表現や自己紹介の流れを 

学習する。また、語彙を増やすことによ 

って会話の内容を充実させる。 

・ペアワークやグループ活動などを通して、

家庭や社会における日常的な場面を想定し

て、実践的な会話の練習をする。 

・ロールプレーイングなどを通して、韓国旅行

をするときに役立つ表現などを学習する。

また、韓国の文化や生活様式についても学

習する。 

・韓国の文化や習慣についても学習する。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言語やその運用についての

知識を身に付けるとともに

その背景にある文化などを

理解しているか。 

 

・韓国語で話したり書いたり

して、情報や考えなどを適切

に伝えているか。 

 

・コミュニケーション活動に

関心を持ち、積極的に言語

活動を行い、コミュニケー

ションを図ろうとしたか。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、小テスト、授業態度、課題等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 授業中の意欲的な発表や活動の積み重ねが大切です。ただの暗記で終わるのではなく、実 

際の場面で使えるように力を付けましょう。 

２ 韓国の文化について学ぶだけでなく、日本の文化についても韓国語で相手に伝えられるよ 

うにしましょう。 

教材費 特になし 

その他 ・韓国の文化や韓国語の会話について学ぶ科目です。 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 
英語コミュニケーションⅢ 

（３年次） 
単位数 ５ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティームテ

ィーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 ４年制大学・短期大学への進学を希望している生徒 

科目の目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や考

えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

英語コミュニケーションⅡで学んだ基礎の上に、更に進んだ内容を総合的に学習し、積極的に

コミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・SECTION Ⅰ 

   Lesson 1 ～ Lesson 12 

【２学期】 

・SECTION Ⅰ 

    Lesson 13 ～ Lesson 14 

・SECTION Ⅱ 

    Lesson 15 ～ Lesson 18  

【３学期】 

・SECTION Ⅱ 

    Lesson 19 ～ Lesson 20 

英語コミュニケーションⅡの学習内容を復習

することから始め、更に進んだ内容を学んでい

く。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能を

うまく関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信できる

ようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理解

している。 

・基本文の理解を基に、それぞれ

のトピックについて話される

会話の内容を詳細に聞き取る

技能を身に付けている。 

・聞いたり読んだりしたことを

活用しながら、情報や自分の

考えを理由や根拠とともに

詳しく話して伝えている。 

・必要な情報を聞き取り、話し

手の意図，概要や要点，詳細

を整理して把握している。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピックに

ついて話される会話から必要

な情報を聞き取り、話し手の意

図、概要や要点、詳細を整理し

て把握しようとしている。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行いま

す。 

学習の 

アドバイス 

１ 長文読解を中心に行うので、必ず予習をしておくことが大切です。単語を調べて、内容を自

分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法の学習もポイントを押さえて行います。また、多くの単語に触れるので語彙力の向上に

つながります。 

教材費 補助教材 補助教材 コーパス3000   １０００円（税込み） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 
英語コミュニケーションⅢ 

（３年次） 
単位数 ４ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティームテ

ィーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 

 総合コースの生徒で４年制大学・短期大学及び医療系専門学校への進学を希望している生徒 

 ２年次に英語コミュニケーションⅡを履修している必要がある。 

科目の目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や考

えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

 

英語コミュニケーションⅡで学んだ基礎の上に、更に進んだ内容を総合的に学習し、積極的

にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 
 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・Gifts to Barcelona 

・Akkamui  

・Your True Colors 

【２学期】 

・Our Future Food? 

・Madagascar 

・The Mystery of the Terracotta Warriors 

・Green Challenges 

【３学期】 

・Witnesses of War 

・The Wonders of Lightning 

・Katherine’s Long Journey 

英語コミュニケーションⅡの学習内容を復習

することから始め、更に進んだ内容を学んでい

く。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能を

うまく関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信できる

ようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理解

している。 

・基本文の理解を基に、それぞれ

のトピックについて話される

会話の内容を詳細に聞き取る

技能を身に付けている。 

・聞いたり読んだりしたことを

活用しながら、情報や自分の

考えを理由や根拠とともに

詳しく話して伝えている。 

・必要な情報を聞き取り、話し

手の意図，概要や要点，詳細

を整理して把握している。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピックに

ついて話される会話から必要

な情報を聞き取り、話し手の意

図、概要や要点、詳細を整理し

て把握しようとしている。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行いま

す。 

学習の 

アドバイス 

１ 長文読解を中心に行うので、必ず予習をしておくことが大切です。単語を調べて、内容を自

分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法の学習もポイントを押さえて行います。また、多くの単語に触れるので語彙力の向上に

つながります。 

教材費 特になし 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 総合英語Ⅱ（３年次） 単位数 ４ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティームテ

ィーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 ３年文理コースで文系大学を希望している生徒 

科目の目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や考

えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

身に付けて 

ほしい学力 

総合英語Ⅰで学んだ基礎の上に、総合的に学習し、積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度を育てる。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・Growing Vegetables in Space 

・The Importance of Getting Enough Sleep 

・The Argument for Zoos 

・Can Recognition Technology 

【２学期】 

・Can Texting Calm Your Nerves? 

・Little Known Facts about Ramen 

・Act on Your Own Ideas 

・Not Hearing a Gorilla 

【３学期】 

・People’s Attitude toward Time 
・Sea Turtles in Danger 

総合英語Ⅰの学習内容を復習することから始

め、更に進んだ内容を学んでいく。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能を

うまく関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信できる

ようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理解

している。 

・基本文の理解を基に、それぞれ

のトピックについて話される

会話の内容を詳細に聞き取る

技能を身に付けている。 

・自分の考えをまとめるために

情報を整理し、相手に伝わるよ

うに、正確に表現できる。 

・相手からの質問にも正確に理

解し、適切に答えることができ

る。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピック

について話される会話から、

必要な情報を聞き取り、話し

手の意図、概要や要点、詳細

を整理して把握しようとし

ている。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行いま

す。 

学習の 

アドバイス 

１ 単語を調べて、内容を自分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法のポイントを押さえつつ、多くの単語に触れるので、それらの単語を使って自分の考え

を伝えましょう。 

３ 様々な話題を扱うので、興味・関心を広げて、自分の考えを伝えましょう。 

教材費 補助教材 総合英語 English Grammar 30 ７８１円（税込み） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 外国語 科目名 総合英語Ⅱ（３年次） 単位数 ２ 

授業形態 
講義形式を主としますが、ペアワークやグループワークによる言語活動やALTによるティーム

ティーチングも行います。 

選んで 

ほしい生徒 
 総合系列全員 

科目の目標 

  

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すると共に情報や

考えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする能力を伸ばす。 
 

身に付けて 

ほしい学力 

 

総合英語Ⅰで学んだ基礎の上に、総合的に学習し、積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度を育てる。 
 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】      
 ・Food Culture in China 

・Multiethnic Singapore 

・Unique Australian English 

【２学期】 

・The Ganges 

・Turkish Cuisine 

・Ramadan 

・Kenya, Leading Mobile Money Country 

【３学期】 

・Onion Domes of Russian Churches 

 

総合英語Ⅰの学習内容を復習することから

始め、更に進んだ内容を学んでいく。 

 

 

 内容を理解することを目標として、４技能

をうまく関連させて活動する。 

  

 

 長文を総合的に読み、また自らが発信できる

ようにする。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本文の形・意味・用法を理解

している。 

・基本文の理解を基に、それぞれ

のトピックについて話される

会話の内容を詳細に聞き取る

技能を身に付けている。 

・自分の考えをまとめるために

情報を整理し、相手に伝わる

ように、正確に表現できる。 

・相手からの質問にも正確に理

解し、適切に答えることがで

きる。 

・情報や自分の考えをまとめる

ために，それぞれのトピック

について話される会話から、

必要な情報を聞き取り、話し

手の意図、概要や要点、詳細

を整理して把握しようとし

ている。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行い

ます。 

学習の 

アドバイス 

１ 単語を調べて、内容を自分なりに把握しておきましょう。 
２ 文法のポイントを押さえつつ、多くの単語に触れるので、それらの単語を使って自分の考

えを伝えましょう。 

３ 様々な話題を扱うので、興味・関心を広げて、自分の考えを伝えましょう。 

教材費 
補助教材 WORD MEISTER 1700    ９５７円（税込み） 

     基礎力養成・英語精選 ６９３ 円（税込み） 

その他 特になし 




